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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

収益
営業活動に
係る利益

税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 2022年３月期第３四半期 5,776,713 29.9 227,265 58.5 261,029 73.9 199,473 90.9 180,271 101.7 242,568 22.2

 2021年３月期第３四半期 4,446,930 △12.1 143,343 △12.6 150,125 △18.5 104,509 △21.9 89,371 △23.3 198,504 69.7

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

 2022年３月期第３四半期 512.36 －

 2021年３月期第３四半期 254.01 －

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

 2022年３月期第３四半期 5,763,564 1,842,901 1,650,526 28.6

 2021年３月期 5,228,004 1,658,015 1,469,657 28.1

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 2021年３月期 － 50.00 － 62.00 112.00

 2022年３月期 － 70.00 －

 2022年３月期（予想） 80.00 150.00

（％表示は、対前期増減率）

親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 円 銭

通期 210,000 56.0 596.86

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）「基本的１株当たり四半期利益」は、「親会社の所有者に帰属する四半期利益」を基に算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有
配当予想の修正については、本日（2022年２月２日）公表いたしました「通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知
らせ」をご覧ください。

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有
連結業績予想の修正については、本日（2022年２月２日）公表いたしました「通期業績予想及び配当予想の修正に関する
お知らせ」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む）  2022年３月期３Ｑ 354,056,516株  2021年３月期 354,056,516株

②  期末自己株式数  2022年３月期３Ｑ 2,209,584株  2021年３月期 2,217,027株

③  期中平均株式数（四半期累計）  2022年３月期３Ｑ 351,843,997株  2021年３月期３Ｑ 351,844,799株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  IFRSにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更            ：無

③  会計上の見積りの変更              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づ

　　き作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

２．当社は、2022年２月２日（水）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で使用す

　　る資料については、決算発表後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①経営環境

当第３四半期連結累計期間の世界経済を概観しますと、世界的に新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が

進展し、経済活動が本格再開しました。一方、新たな変異株による感染再拡大、物流停滞等による供給制約によ

りサプライチェーンの混乱は継続し、経済の停滞懸念が強まりました。

米国経済は、大規模な経済対策により景気回復は継続し、個人消費や設備投資も堅調に推移しました。一方、

供給制約等による物価高は継続しインフレ懸念が高まりました。欧州経済は、変異株による新規感染者数が過去

最悪の水準を記録し、一部の国ではロックダウンが再導入され、回復ペースは鈍化しました。中国経済は、個人

消費、サービス業の活動が持ち直し、景気は回復基調となりましたが、感染再拡大に伴う活動制限、不動産販売

の急減等により経済の停滞感が強まりました。新興国経済は、感染拡大及び半導体不足等を背景にサプライチェ

ーンの混乱、景気低迷が継続しました。

こうした中、わが国経済は、インバウンド需要の低迷が続くものの、緊急事態宣言解除により個人消費等が持

ち直し、景気は回復基調となりました。

②セグメント別の事業活動

（Ⅰ）金属

　電池サプライチェーンのサステナビリティ、リサイクル、トレーサビリティの向上を目的に、オーストラ

リアの資源会社BHP及びプライムプラネットエナジー＆ソリューションズ株式会社と「グリーンニッケルサ

プライチェーン及び電動車エコシステム」に関する覚書を、2021年９月に締結しました。電池バリューチェ

ーンにおける温室効果ガスの削減を通じて、より持続可能な電池サプライチェーンの構築に取り組んでいき

ます。

（Ⅱ）グローバル部品・ロジスティクス

　デジタル変革推進やカーボンニュートラル実現への貢献を目的に、2021年８月に立ち上げたオンラインプ

ラットフォーム「Streams」（ストリームス）に、CO2排出量を可視化し、代替手段を提案するカーボンカリ

キュレーター機能を、2021年10月に搭載しました。お客様のニーズに合わせて、CO2排出量低減を考慮した

代替輸送や、最適な商物流をタイムリーに提案していきます。

（Ⅲ）自動車

　途上国等におけるワクチン輸送の改善による接種率向上を目的に、世界保健機関が定める医療機材品質認

証を取得したワクチン保冷輸送車10台を、初めてガーナ共和国の保健省に2021年11月に納車しました。ワク

チン保冷輸送車の供給事業を通じて、グローバルヘルスに貢献していきます。

（Ⅳ）機械・エネルギー・プラントプロジェクト

　持続可能な環境保全とカーボンニュートラル実現への貢献を目的に、宮崎県で都城森林組合と協業し再造

林用に挿し木から育成したスギコンテナ苗木の出荷を2021年10月より開始しました。「育てる」、「利用す

る」、「植える」という森林資源の循環利用を推進していきます。

（Ⅴ）化学品・エレクトロニクス

　脱炭素社会移行への貢献を目的に、車載用リチウム電池の生産を行う合弁会社Toyota Battery

Manufacturing, North Carolinaを、2021年11月に設立しました。2025年の稼働開始に向けて準備を進めて

いきます。

（Ⅵ）食料・生活産業

　病院・介護施設における介助者の入浴介助作業負担の軽減、及び被介助者の入浴時の快適さの向上を目的

に、株式会社LIXILと株式会社NITTO CERAが共同開発した泡シャワー「KINUAMI U」（絹浴み [結]）の受注

を、2021年12月から開始しました。国内拡販を通して、より多くの方に、安心・安全な介助の現場を提供し

ていきます。

（Ⅶ）アフリカ

　自動車市場のニーズに合わせた現地生産を目的に、ケニアにおいて、乗り合いバスとして多く使用されて

いるトヨタ「ハイエース」の組立生産を2021年11月に開始しました。高品質なクルマづくりを推進し、同国

の自動車産業・経済発展と、安心・安全な公共交通手段の提供に貢献していきます。
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③当四半期連結累計期間の経営成績

　当社グループの当第３四半期連結累計期間の収益は、自動車生産関連の取り扱い及び自動車販売の増加等によ

り、前年同四半期連結累計期間を１兆3,298億円（29.9％）上回る５兆7,767億円となりました。

　利益につきましては、営業活動に係る利益は販売費及び一般管理費の増加の一方で、売上総利益の増加によ

り、前年同四半期連結累計期間を839億円（58.5％）上回る2,272億円となりました。四半期利益（親会社の所有

者に帰属）は営業活動に係る利益の増加に加え、金属本部における関連会社の持分除外益及び持分法投資損益の

増加等により、前年同四半期連結累計期間を909億円（101.7％）上回る1,802億円となりました。

　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

（Ⅰ）金属

　四半期利益（親会社の所有者に帰属）については、自動車生産関連の取り扱い増加及び市況の上昇に加え関

連会社の持分除外益等により、前年同四半期連結累計期間を488億円（388.5％）上回る613億円となりまし

た。

（Ⅱ）グローバル部品・ロジスティクス

　四半期利益（親会社の所有者に帰属）については、自動車部品の取り扱い増加等により、前年同四半期連結

累計期間を54億円（41.5％）上回る183億円となりました。

（Ⅲ）自動車

　四半期利益（親会社の所有者に帰属）については、海外自動車販売会社の取扱台数増加等により、前年同四

半期連結累計期間を133億円（165.4％）上回る213億円となりました。

（Ⅳ）機械・エネルギー・プラントプロジェクト

　四半期利益（親会社の所有者に帰属）については、エネルギー事業における一過性損失があったものの、子

会社清算に伴う税金費用の減少等により、前年同四半期連結累計期間を６億円（3.5％）上回る169億円となり

ました。

（Ⅴ）化学品・エレクトロニクス

　四半期利益（親会社の所有者に帰属）については、エレクトロニクス事業及び化学品事業における取り扱い

増加等により、前年同四半期連結累計期間を125億円（61.6％）上回る327億円となりました。

（Ⅵ）食料・生活産業

　四半期利益（親会社の所有者に帰属）については、食料事業における取り扱い増加及びライフスタイル事業

の収益改善等により、前年同四半期連結累計期間を９億円（14.7％）上回る70億円となりました。

（Ⅶ）アフリカ

　四半期利益（親会社の所有者に帰属）については、西アフリカ地域・南アフリカを中心とした自動車販売の

増加等により、前年同四半期連結累計期間を150億円（210.4％）上回る221億円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　資産につきましては、棚卸資産で2,542億円増加、及び営業債権及びその他の債権で1,708億円増加したこと等

により、前連結会計年度末に比べ5,355億円増加の５兆7,635億円となりました。また、資本につきましては、四

半期利益（親会社の所有者に帰属）等により利益剰余金が1,326億円増加したこと等により、前連結会計年度末

に比べ1,849億円増加の１兆8,429億円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の通期連結業績予想につきましては、第３四半期連結累計期間の実績及び今後の見通しを踏ま

え、2021年10月29日に公表した通期連結業績予想から変更しております。親会社の所有者に帰属する当期利益は

前回予想（1,900億円）を200億円（10.5％）上回る2,100億円となる見込みです。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2021年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び現金同等物 677,478 670,841

営業債権及びその他の債権 1,404,988 1,573,386

その他の金融資産 139,373 128,373

棚卸資産 840,709 1,094,936

その他の流動資産 159,698 172,989

小計 3,222,248 3,640,528

売却目的で保有する資産 752 780

流動資産合計 3,223,000 3,641,308

非流動資産

持分法で会計処理されている投資 269,181 273,890

その他の投資 590,794 632,974

営業債権及びその他の債権 34,843 37,308

その他の金融資産 31,805 34,478

有形固定資産 840,629 888,042

無形資産 162,540 176,941

投資不動産 18,740 18,858

繰延税金資産 19,770 24,242

その他の非流動資産 36,697 35,517

非流動資産合計 2,005,003 2,122,255

資産合計 5,228,004 5,763,564

２．要約四半期連結財務諸表

（１）要約四半期連結財政状態計算書
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2021年12月31日）

負債及び資本の部

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 1,318,252 1,504,162

社債及び借入金 571,542 743,942

その他の金融負債 70,561 34,510

未払法人税等 24,677 41,008

引当金 6,034 6,985

その他の流動負債 157,651 158,546

流動負債合計 2,148,720 2,489,156

非流動負債

社債及び借入金 1,071,951 1,076,643

営業債務及びその他の債務 84,993 79,755

その他の金融負債 27,741 24,271

退職給付に係る負債 43,371 45,228

引当金 41,068 42,885

繰延税金負債 116,051 117,104

その他の非流動負債 36,090 45,617

非流動負債合計 1,421,268 1,431,506

負債合計 3,569,988 3,920,662

資本

資本金 64,936 64,936

資本剰余金 147,128 155,512

自己株式 △3,760 △3,764

その他の資本の構成要素 136,026 175,854

利益剰余金 1,125,326 1,257,987

親会社の所有者に帰属する持分合計 1,469,657 1,650,526

非支配持分 188,358 192,374

資本合計 1,658,015 1,842,901

負債及び資本合計 5,228,004 5,763,564
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（単位：百万円）

　前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

収益

商品販売に係る収益 4,355,495 5,664,145

サービス及びその他の販売に係る収益 91,434 112,568

収益合計 4,446,930 5,776,713

原価 △4,017,548 △5,218,207

売上総利益 429,381 558,505

販売費及び一般管理費 △291,337 △325,660

その他の収益・費用

固定資産処分損益 1,054 221

固定資産減損損失 △1,117 △2,963

その他 5,363 △2,836

その他の収益・費用合計 5,300 △5,579

営業活動に係る利益 143,343 227,265

金融収益及び金融費用

受取利息 6,326 6,363

支払利息 △19,148 △19,310

受取配当金 14,227 16,200

その他 1,856 12,794

金融収益及び金融費用合計 3,262 16,047

持分法による投資損益 3,518 17,715

税引前四半期利益 150,125 261,029

法人所得税費用 △45,615 △61,555

四半期利益 104,509 199,473

四半期利益の帰属：

親会社の所有者 89,371 180,271

非支配持分 15,137 19,202

１株当たり四半期利益（親会社の所有者に帰属）

基本的１株当たり四半期利益（円） 254.01 512.36

希薄化後１株当たり四半期利益（円） － －

（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書
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（単位：百万円）

　前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

四半期利益 104,509 199,473

その他の包括利益

純損益に振替えられることのない項目

確定給付制度の再測定 304 381

FVTOCIの金融資産 99,415 884

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対す

る持分
1,214 233

純損益に振替えられる可能性のある項目

キャッシュ・フロー・ヘッジ 785 6,269

在外営業活動体の換算差額 △5,114 29,339

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対す

る持分
△2,610 5,984

税引後その他の包括利益 93,994 43,094

四半期包括利益 198,504 242,568

四半期包括利益の帰属：

親会社の所有者 183,607 219,040

非支配持分 14,896 23,527

要約四半期連結包括利益計算書
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

確定給付制
度の再測定

FVTOCIの金
融資産

キャッシ
ュ・フロ

ー・ヘッジ

在外営業活
動体の換算

差額
合計

期首残高 64,936 149,807 △3,735 － 148,792 △6,443 △182,151 △39,802

四半期利益

その他の包括利益

確定給付制度の再測定 139 139

FVTOCIの金融資産 100,418 100,418

キャッシュ・フロー・ヘッジ 1,472 1,472

在外営業活動体の換算差額 △7,795 △7,795

四半期包括利益 － － － 139 100,418 1,472 △7,795 94,235

配当金

自己株式の取得及び処分等 0 △11

非支配持分の取得及び処分 △961

利益剰余金への振替 △139 1,928 1,788

その他

所有者との取引額合計 － △961 △11 △139 1,928 － － 1,788

四半期末残高 64,936 148,845 △3,746 － 251,139 △4,970 △189,947 56,221

親会社の所有者に帰属する持分
非支配持分 資本合計

利益剰余金 合計

期首残高 1,025,429 1,196,635 175,856 1,372,491

四半期利益 89,371 89,371 15,137 104,509

その他の包括利益

確定給付制度の再測定 139 △1 138

FVTOCIの金融資産 100,418 377 100,795

キャッシュ・フロー・ヘッジ 1,472 △1,115 357

在外営業活動体の換算差額 △7,795 498 △7,297

四半期包括利益 89,371 183,607 14,896 198,504

配当金 △35,205 △35,205 △9,960 △45,166

自己株式の取得及び処分等 △11 △11

非支配持分の取得及び処分 △961 957 △4

利益剰余金への振替 △1,788 － －

その他 △422 △422 △2,453 △2,876

所有者との取引額合計 △37,417 △36,601 △11,456 △48,058

四半期末残高 1,077,384 1,343,640 179,296 1,522,937

（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

確定給付制
度の再測定

FVTOCIの金
融資産

キャッシ
ュ・フロ

ー・ヘッジ

在外営業活
動体の換算

差額
合計

期首残高 64,936 147,128 △3,760 － 291,447 △3,283 △152,137 136,026

四半期利益

その他の包括利益

確定給付制度の再測定 541 541

FVTOCIの金融資産 764 764

キャッシュ・フロー・ヘッジ 6,997 6,997

在外営業活動体の換算差額 30,465 30,465

四半期包括利益 － － － 541 764 6,997 30,465 38,768

配当金

自己株式の取得及び処分等 52 △4

非支配持分の取得及び処分 8,332

利益剰余金への振替 △541 1,600 1,059

その他

所有者との取引額合計 － 8,384 △4 △541 1,600 － － 1,059

四半期末残高 64,936 155,512 △3,764 － 293,812 3,713 △121,671 175,854

親会社の所有者に帰属する持分
非支配持分 資本合計

利益剰余金 合計

期首残高 1,125,326 1,469,657 188,358 1,658,015

四半期利益 180,271 180,271 19,202 199,473

その他の包括利益

確定給付制度の再測定 541 0 541

FVTOCIの金融資産 764 194 958

キャッシュ・フロー・ヘッジ 6,997 651 7,648

在外営業活動体の換算差額 30,465 3,479 33,945

四半期包括利益 180,271 219,040 23,527 242,568

配当金 △46,471 △46,471 △12,276 △58,747

自己株式の取得及び処分等 48 48

非支配持分の取得及び処分 8,332 △7,250 1,081

利益剰余金への振替 △1,059 － －

その他 △79 △79 14 △65

所有者との取引額合計 △47,610 △38,170 △19,511 △57,682

四半期末残高 1,257,987 1,650,526 192,374 1,842,901

当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）
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（単位：百万円）

　前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 150,125 261,029

減価償却費及び償却費 78,593 81,502

固定資産減損損失 1,117 2,963

金融収益及び金融費用 △3,262 △16,047

持分法による投資損益（△は益） △3,518 △17,715

固定資産処分損益（△は益） △1,054 △221

営業債権及びその他の債権の増減額

（△は増加）
△23,853 △136,046

棚卸資産の増減額（△は増加） 22,442 △236,014

営業債務及びその他の債務の増減額

（△は減少）
44,986 174,739

その他 △19,829 △30,520

小計 245,747 83,667

利息の受取額 6,623 5,816

配当金の受取額 25,694 31,406

利息の支払額 △17,558 △17,211

法人所得税の支払額 △52,418 △71,033

営業活動によるキャッシュ・フロー 208,088 32,645

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △25,561 2,256

有形固定資産の取得による支出 △82,076 △99,152

有形固定資産の売却による収入 11,514 7,035

無形資産の取得による支出 △9,614 △27,242

無形資産の売却による収入 437 182

投資不動産の取得による支出 △325 △423

投資の取得による支出 △12,107 △15,953

投資の売却等による収入 6,670 2,027

子会社の取得による収支（△は支出） △86 △609

子会社の売却による収支（△は支出） △346 92

貸付けによる支出 △5,967 △3,703

貸付金の回収による収入 3,198 3,382

補助金による収入 8,000 9,150

その他 2,986 2,555

投資活動によるキャッシュ・フロー △103,279 △120,401

（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

　前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 42,467 129,410

長期借入れによる収入 109,499 91,817

長期借入金の返済による支出 △82,293 △51,718

社債の発行による収入 10,000 10,000

社債の償還による支出 － △30,000

自己株式の取得による支出 △12 △26

配当金の支払額 △35,205 △46,471

非支配持分株主への配当金の支払額 △9,960 △12,276

非支配持分株主からの払込みによる収入 280 1,012

非支配持分株主からの子会社持分取得による支出 △1,005 △509

非支配持分株主への子会社持分売却による収入 85 3

その他 △22,640 △21,055

財務活動によるキャッシュ・フロー 11,215 70,185

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 116,024 △17,571

現金及び現金同等物の期首残高 496,372 677,478

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,094 10,934

現金及び現金同等物の四半期末残高 609,302 670,841
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント

金属
グローバル部品・
ロジスティクス

自動車
機械・エネルギー・

プラントプロジェクト

化学品・
エレクトロニクス

食料・
生活産業

収益

外部収益 1,058,202 553,336 355,654 486,387 1,065,396 304,320

セグメント間収益 1,250 19,363 853 2,896 1,713 389

 計 1,059,452 572,700 356,507 489,284 1,067,110 304,709

売上総利益 60,347 46,485 49,792 60,194 72,336 33,812

四半期利益

（親会社の所有者に帰属）
12,565 12,975 8,036 16,379 20,257 6,144

セグメント資産 912,180 474,281 271,231 823,552 703,861 309,451

報告セグメント
その他

（注）１
調整額
（注）２

連結

アフリカ 計

収益

外部収益 620,195 4,443,493 3,436 － 4,446,930

セグメント間収益 76 26,543 1,393 △27,937 －

 計 620,271 4,470,036 4,830 △27,937 4,446,930

売上総利益 109,363 432,332 △790 △2,159 429,381

四半期利益

（親会社の所有者に帰属）
7,145 83,504 5,858 8 89,371

セグメント資産 577,691 4,072,250 1,060,624 △275,386 4,857,488

（セグメント情報）

　　報告セグメントごとの収益、利益又は損失、資産の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、グループ全体の業務支援を行う職

能部門を含んでおります。また当欄には、特定の報告セグメントに配賦されない損益も含まれております。

２．「調整額」は、主としてセグメント間取引額を表示しております。

３．セグメント間の取引における価格については、個別に交渉の上、決定しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

金属
グローバル部品・
ロジスティクス

自動車
機械・エネルギー・

プラントプロジェクト

化学品・
エレクトロニクス

食料・
生活産業

収益

外部収益 1,512,771 670,969 503,588 501,842 1,391,660 357,865

セグメント間収益 2,172 22,887 992 3,014 3,324 402

 計 1,514,943 693,857 504,581 504,857 1,394,984 358,267

売上総利益 99,816 60,311 70,064 50,217 99,064 35,963

四半期利益

（親会社の所有者に帰属）
61,382 18,360 21,328 16,948 32,726 7,046

セグメント資産 1,303,200 539,303 327,562 866,578 889,299 334,411

報告セグメント
その他

（注）１
調整額
（注）２

連結

アフリカ 計

収益

外部収益 834,540 5,773,237 3,475 － 5,776,713

セグメント間収益 88 32,882 2,511 △35,394 －

 計 834,628 5,806,120 5,986 △35,394 5,776,713

売上総利益 146,057 561,494 △533 △2,455 558,505

四半期利益

（親会社の所有者に帰属）
22,180 179,974 303 △6 180,271

セグメント資産 650,912 4,911,268 1,176,652 △324,356 5,763,564

当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、グループ全体の業務支援を行う職

能部門を含んでおります。また当欄には、特定の報告セグメントに配賦されない損益も含まれております。

２．「調整額」は、主としてセグメント間取引額を表示しております。

３．セグメント間の取引における価格については、個別に交渉の上、決定しております。
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2022年3月期第３四半期連結決算概要〔IFRS〕 2022年2月2日

豊田通商株式会社

（単位：億円）

 

×

前年同期

5.8%

11.2%

有利子負債(NET) 9,934 11,708

D  E  R (NET) 0.7 0.7 0.0

1,774

第3四半期
累計期間

前期末 第3四半期末
前期末比

主な増減要因
増減額 増減率 増減額 増減率

36,413 4,183 13.0%

連結経営成績 前年同期
第3四半期
累計期間

前年同期比
主な増減要因 連結財政状態

17.9%

52,280 57,635 5,355 10.2%

売上総利益 4,293 5,585 1,292 30.1% （流動資産）

収   益 44,469 57,767 13,298 29.9% 資産合計

32,230

その他の収益・費用 53 ▲ 55 ▲ 108 － 資本合計 16,580 18,429 1,849

販売費及び一般管理費 ▲ 2,913 ▲ 3,256 ▲ 343 － （非流動資産） 20,050 21,222 1,172

受取配当金 142 162 20 －

営業活動に係る利益 1,433 2,272 839 58.5%

利息収支 ▲ 128 ▲ 129 ▲ 1 －

営業CF 2,080 326

当期の主な要因
その他の金融収益・費用 18 127 109 －

連結キャッシュ・フロー

持分法による投資損益 35 177 142 －

前年同期比

 【営業CF】

税引前四半期利益及び運転資本の増加による

▲ 1,032 ▲ 1,204 ▲ 172  【投資CF】

税引前利益 1,501 2,610 1,109 73.9%

1,048 ▲ 878

法人所得税費用 ▲ 456 ▲ 615 ▲ 159 － 投資CF

▲ 1,754

▲ 1,926
有形固定資産の取得による支出

 【財務CF】
親会社の所有者に
帰属する当期利益 893 1,802 909 101.7% 財務CF 112 701 589 借入金の増加

当期利益 1,045 1,994 949 90.9% 差引：フリーCF

(前回予想）

2022年
3月期

(修正予想)

2022年
3月期

本部別 前年同期
第3四半期
累計期間

前年同期比
当期利益（親会社帰属）の主な増減要因

増減額

連結業績予想 前期実績
（修正）

当期予想
1株当たり配当金

2021年
3月期

前期比

増減額 増減率

（参考）
10/29公表
当期予想

70円
1,270899 1,050

550
70円※上段：売上総利益、下段：親会社の所有者に帰属する当期利益

当期包括利益
（親会社の所有者に帰属） 1,836 2,190 354 19.3%

グローバル部品・
ロジスティクス

183 54 41.5%

 金       属 
603 998 395 65.4%

増減率

本
部
別

 金       属 

自動車生産関連の取り扱い増加及び市況の上昇に
加え関連会社の持分除外益等により増益

グローバル部品・
ロジスティクス

464 603 139 29.7%
自動車部品の取り扱い増加等により増益

機械・エネルギー・
プラントプロジェクト

601 502

129

203
 自　動　車 海外自動車販売会社の取扱台数増加等により増益

40.7%

488

80 213 133 165.4%

497 700

163

40
配当性向(連結)

72.0%

150円

240

740

25.1%
(予想)

(予想)

25.9%

140円

260 * 10/29公表

61

親会社の所有者に
帰属する当期利益 1,346

1,012

835 750

主要指標推移

▲10.2%

▲8.8%

23.5%

46.6%

238

128 340

830

2,100

51.5%

営業活動に
係る利益 2,130 米ﾄﾞﾙLIBOR3M平均

税引前利益

56.0%754

990

0.35%

42.3%936

2,530

 ｼｶｺﾞｺｰﾝ（ｾﾝﾄ/Bushel) 360

 ﾄﾞﾊﾞｲ原油(米ﾄﾞﾙ/bbl) 39

1,564 2,370

2,214 3,150 2,780

2,130

33.3%710

806

食料・生活産業

合　　　　計
4,293 5,585 1,292 30.1%

893 1,802 909 101.7%

338 359 21 6.4%
食料事業における取り扱い増加及びライフスタイル事
業の収益改善等により増益

1,093 1,460 367 33.6%
西アフリカ地域・南アフリカを中心とした自動車販売の
増加等により増益

71 221

化学品・
エレクトロニクス

723

アフリカ

223

109

▲ 85

▲ 20

1,250

3

250

▲ 99 ▲16.6%
エネルギー事業における一過性損失があったもの
の、子会社清算に伴う税金費用の減少等により増益

272

230

食料・生活産業
458 485

400

6

70

697

210.4%

当期利益

97

169 3.5%

153

210

アフリカ
1,551 1,840

82 85

27

機械・エネルギー・
プラントプロジェクト

化学品・
エレクトロニクス

151

200

267 36.9%
エレクトロニクス事業及び化学品事業における取り扱
い増加等により増益

202 327 125

125 613

 自　動　車

388.5%

131

106

金利

円TIBOR3M平均 0.07%

225

9 14.7% 2,840

売上総利益 6,076 7,300

225

1,224

61.6%

全
社

150

197.1%

17.5%

29.3%

780

920

663

289 18.6%

62.7%

5.7%

20.1%

2.8%

595

0.15%

72

1,900

470

80

1,750

210

6,850 0.06%

111

115

円/ﾕｰﾛ

平均

為替

期末 (130)

※上段：売上総利益、下段：親会社の所有者に帰属する当期利益

前年同期
(前期末)

第3四半期
累計期間

122 131

270

1,160

期末 (111)
円/米ﾄﾞﾙ

平均

41.1%

670

年間 112円

中間 50円

250

850

19.5%

31.8%

371

445

117

【売上総利益】 +1,292億円
自動車生産関連の取り扱い及び
自動車販売の増加等により増益

【営業活動に係る利益】 +839億円
販売費及び一般管理費の増加の一方で、
売上総利益の増加により増益

【親会社所有者帰属当期利益】 +909億円
営業活動に係る利益の増加に加え、

金属本部における関連会社の持分除外益及び

持分法投資損益の増加等により増益

【流動資産】 +4,183億円
・棚卸資産 +2,542億円
・営業債権及びその他の債権 +1,684億円

【非流動資産】 +1,172億円
・有形固定資産 +474億円
・その他の投資 +422億円

【資本合計】 +1,849億円
・利益剰余金 +1,326億円
・在外営業活動体の換算差額 +305億円
・資本剰余金 +84億円

(参考） 四半期推移 1Q 2Q 3Q

売上総利益 1,840 1,793 1,950

営業活動に係る利益 759 734 778
親会社の所有者に
帰属する当期利益 567 708 526

*


